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すぐ使って見よう 
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インストール方法 
setup.exeをクリックして、画面の支持に従ってインストールして下さい。 
インストールと起動などについてはクイック・スタート・マニュアルを参照して下
さい。 

使って見よう 
インストール後、メールマジックを起動して、「ファイル」メニューから「開く」
を選択して下さい。 
「MMP10サンプルファイル」フォルダの中にある「テスト.mmy」を開いて下さ
い。 

このファイルのデータベースにテストには使える４つのメールアドレスが入ってい
ます。「データベース」メニューから「データベース編集」を開いて下さい。 



データベースに４つのメールアドレス（test1@infinisys.co.jp、
test2@infinisys.co.jpなど）が入っていることを確認できます。 各メールアドレス
に名前が付いていることも確認して下さい。 
これらのメールアドレスにテスト送信するためいつでもメールを送ることができま
す。メールを送ると自動的に返信が届きます。これでメールを正常に送信している
ことを確認できます。 
「閉じる」ボタンをクリックしてデータベースを閉じて下さい。 

メールサーバーの設定方法 
メールを送るためにメールサーバー設定が必要です。[オプション]メニューの [サー
バー設定 ...]を選択してください。設定画面が表示されます。メールマジックのメー
ルサーバーの設定には 「標準設定」と「プロジェクト設定」の2種類がありますが
通常は「標準設定」だけで大丈夫です。 

自動サーバー設定 
設定画面の差出人メールアドレス、SMTP サーバー、ユーザー ID とパスワード だ
けを入れて「自動」ボタンをクリックすると自動的に SMTP サーバーに接続でき
ます。自動的に出来ない場合は「クイック・スタート・マニュアル」の説明をお読
みになってから手動で設定を行って下さい。 
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サーバー設定ができましたら「OK」ボタンをクリックして画面を閉じてください。

プレビュー 
メイン画面の「送信プレビュー」をクリックして下さい。 
プレビュー画面が表示されます。 

本文の[[氏名]]のところにデータベースの「氏名」フィールドのデータが自動的に
差し込まれていることが確認できます。データベースの差し込みは下記の手順でで
きます。 

1. データを挿入したい場所でカーソルを点滅させます。 
2. 項目パレット（メインウィンドウの隣に表示されるパレット）の差し込みたい
項目名をクリックします。 
3. [[メールアドレス]]というように「[[]]で囲まれた項目名が挿入されます。 

実際にメールを送信する際には、この項目名が自動的にデータベースのデータに差
し変わり、各受信者向けのメールとして送信されます。 
メール本文の作り方とデータ差し込みについては「クイック・スタート・マニュア
ル」を参照して下さい。 

送信してみよう 
プレビューウィンドウを閉じて、「送信」ボタンをクリックして下さい。 
「送信」ダイアログが表示されます。 
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「OK」をクリックするとメールがデータベースに入っているメールアドレス（test1
＠infinisys.co.jp、test2@infinisys.co.jpなど）に送信されます。 
メールが届いたら自動的に返信メールが登録した差出人メールアドレスに送信され
ます。返信メールが届いたら送信したメールが届いたことが分かります。（返信が
届くまで時間がかかる場合があります。 

これでメールマジックでメールを送れることが確認できました。 
詳しいことについてはクイック・スタート・マニュアルと説明書を参照して下さい。


